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インターネット
情報提供サービス
SNS やウェブサイトで様々
な情報発信を行っています。
ぜひ、ご覧ください。

情報メール「つながるのおがた」

緊急情報、イベント情報など

アプリ「マチイロ」

市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!

■世帯数　27,390 世帯（ ＋ 65）

　令和 3 年 6 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　56,092 人（ － 352）
　〔うち外国人 604 人〕
　　男　26,465 人  （ － 218）
　　女　29,627 人  （ － 134）

＜発行＞直方市
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直
方
の
歴
史
と
文
化
文  

榊 

正
澄

文
化
財
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ…
文
化・ス
ポ
ー
ツ
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）

　
直
方
市
内
の
炭
鉱
遺
跡

　
直
方
市
内
に
は
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博

物
館
の
三
井
田
川
鉱
業
所
二
本
煙
突
や
竪

坑
櫓
、
飯
塚
市
の
住
友
忠
隈
炭
鉱
ボ
タ
山

の
よ
う
な
巨
大
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、直
方
の
炭
鉱
の
歴
史
は
長
く
、

遺
跡
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

紹
介
し
ま
す
。

　
貝
島
炭
鑛
遭
難
者
招
魂
碑
（
古
町
）

　
直
方
駅
前
の
圓
徳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
）
の
境
内
、
本
堂
の
右
側
に
あ
る
大

き
な
石
碑
で
、
寺
院
の
外
側
か
ら
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
明
治
四
十
二（
１
９
０
９
）年
に
現
在
の

宮
若
市
に
あ
っ
た
貝
島
炭
鉱
大
之
浦
坑
で

ガ
ス
爆
発
が
発
生
し
二
百
五
十
九
人
が
死

亡
し
ま
し
た
が
、
こ
の
事
故
の
殉
職
者
慰

霊
の
た
め
に
翌
年
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
貝
島
太
助
の
実
家
は
圓
徳
寺
の
す
ぐ
近

く
に
あ
り
ま
し
た
。

　
　
三
菱
新
入
炭
鉱
火
災
紀
念
碑（
下
新
入
）

　
新
入
大
橋
を
渡
っ
て
西
鉄
バ
ス
新
入
本

村
バ
ス
停
か
ら
左
へ
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
長
安
寺
（
浄
土
宗
）
の
本
堂
裏
手
の

高
台
の
墓
地
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

三
菱
新
入
炭
鉱
第
一
坑
は
上
新
入
に

坑
口
が
あ
り
ま
し
た
が
明
治
二
十
七

（
１
８
９
４
）
年
に
坑
内
火
災
が
発
生
し

入
坑
者
五
十
八
人
中
十
八
人
が
焼
死
し
ま

し
た
。

　
こ
の
紀
念
碑
に
は
危
険
を
顧
み
ず
救
助

が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
遂
に
不
帰
の
人

と
な
っ
た
六
人
の
坑
夫
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
三
菱
新
入
炭
鉱
悉
皆
成
仏
塔（
下
新
入
）

　
長
安
寺
の
墓
地
の
火
災
紀
念
碑
の
す
ぐ

近
く
に
あ
り
ま
す
。

　
「
悉し

っ
か
い皆
成じ

ょ
う
ぶ
つ仏」
と
は
皆
こ
と
ご
と
く
成
仏

す
る
よ
う
に
と
い
う
祈
り
の
言
葉
で
す
。

　
三
菱
新
入
炭
鉱
の
老
朽
化
に
伴
い
大
正

八
（
１
９
１
９
）
年
に
第
二
坑
（
山
部
）、

大
正
十
一
年
に
第
三
坑
（
下
新
入
）
を
閉

山
し
、
昭
和
二
（
１
９
２
７
）
年
に
第
一

坑
（
上
新
入
）
と
第
四
坑
（
植
木
）、
翌

年
に
第
五
坑
（
大
字
直
方
）
を
閉
山
し
て
、

三
菱
鉱
業
は
直
方
か
ら
撤
退
し
ま
し
た
が

第
一
坑
は
昭
和
三
十
年
代
後
期
ま
で
別
会

社
で
の
操
業
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
の
慰
霊
塔
は
遠
い
故
郷
か
ら
来
て
無

縁
仏
に
な
っ
た
坑
夫
と
そ
の
家
族
を
弔
う

た
め
に
三
菱
鉱
業
が
昭
和
二
年
に
建
立
し

た
も
の
で
、
塔
の
周
囲
に
は
小
さ
な
墓
碑

が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。

  
直
方
文
化
財
散
歩
・
記
念
碑
巡
り

  
炭
鉱
関
係
の
慰
霊
碑

第第 7777 回回

貝島炭鑛遭難者招魂碑
（古町・圓徳寺境内）

三菱新入炭鉱火災紀念碑
（下新入・長安寺墓地内）

三菱新入炭鉱悉皆成仏塔
（下新入・長安寺墓地内）
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